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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

宇
和
島
商
工
会
議
所
　
会
頭

有　

間　

義　

恒

　

令
和
８
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
よ
り
宇
和
島
商

工
会
議
所
の
運
営
に
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
10
月
31
日
開
催
の
、
臨
時
議
員
総
会
に

お
き
ま
し
て
、
皆
様
の
ご
推
挙
を
賜
り
、
三
期

目
の
任
期
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
新
任
な
ら

び
に
再
任
の
副
会
頭
、
専
務
理
事
の
三
役
を
は

じ
め
、
役
員
・
議
員
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、

宇
和
島
地
域
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
と
も
一
層
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
７
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
全

国
各
地
で
自
然
災
害
が
相
次
ぎ
、
防
災
・
減
災

の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
す
る
一
年
と
な
り
ま

し
た
。ま
た
、各
地
で
相
次
い
だ
ク
マ
の
出
没
や
、

米
の
価
格・流
通
を
巡
る
混
乱
、
い
わ
ゆ
る
「
令

和
の
米
騒
動
」
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
地
域

経
済
が
、
社
会
情
勢
や
環
境
変
化
と
密
接
に
結

び
つ
い
て
る
こ
と
を
、
強
く
印
象
づ
け
る
出
来

事
で
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催
や
、
大

谷
選
手
、
山
本
投
手
ら
を
擁
す
る
ド
ジ
ャ
ー
ス

の
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
連
覇
、
東
京
世
界
陸
上

な
ど
、
数
多
く
の
日
本
人
勢
の
活
躍
も
あ
り
、

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
多
く
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
、
我
が
国
社
会
経
済
は
、
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
物
価
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
の
高
止
ま
り
、
人
手
不
足
の
深
刻
化
な
ど
、

多
く
の
構
造
的
課
題
を
抱
え
、
昨
年
秋
に
発
足

し
た
高
市
新
政
権
の
も
と
、
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

当
所
管
内
に
お
き
ま
し
て
も
、
事
業
所
数
の

減
少
や
後
継
者
不
足
、
消
費
の
縮
小
、
中
心
市

街
地
の
空
洞
化
な
ど
、
事
業
者
を
取
り
巻
く
経

営
環
境
は
、
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
宇
和
島
商
工
会
議
所

は
、
地
域
の
実
情
を
最
も
よ
く
知
る
支
援
機
関

と
し
て
、
相
談
体
制
の
強
化
を
図
り
、
事
業
環

境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
活

用
や
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
、
需
要
開
拓
支
援
、
各

種
支
援
施
策
の
周
知
な
ど
、
会
員
事
業
所
に
寄

り
添
っ
た
支
援
を
、
経
営
指
導
員
を
中
心
に
全

職
員
一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
活
性
化
に
お
い
て
も
、
経
済

界
が
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
令
和
10
年
春
開
館
予
定
の
、
新

伊
達
博
物
館
は
、
宇
和
島
に
と
っ
て
大
き
な
節

目
と
な
る
施
設
で
あ
り
、
博
物
館
、
宇
和
島
城

を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
歴
史
文
化
・
自
然
・

食
と
い
っ
た
地
域
資
源
を
活
か
し
た
取
り
組
み

が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
り
ま
す
。
宇

和
島
市
と
商
工
会
議
所
が
両
輪
と
な
り
、
国
・

県
の
支
援
も
仰
ぎ
な
が
ら
、
官
民
連
携
の
も
と
、

「
見
え
る　

ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
「
午
年
」
で
あ
り
ま
す
。
大
地
を
力

強
く
駆
け
抜
け
る
午
の
ご
と
く
、
商
工
会
議
所

も
地
域
経
済
の
未
来
に
向
け
、
着
実
に
歩
み
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
、
商
工
会
議
所
活
動
へ
の

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
と
と
も
に
、
会
員
皆
様
の
ご
繁
栄
と
ご
健

勝
を
心
よ
り
祈
念
申
し
あ
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　

１
月
５
日
㈪
、
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
宇
和

島
市
役
所
２
階
大
会
議
室
に
て
開
催
し
た
。

　

同
交
歓
会
は
、
関
係
機
関
か
ら
の
要
望
に

よ
り
当
所
が
主
催
す
る
会
で
、
今
回
で
13
回

目
の
開
催
と
な
る
。
当
日
は
来
賓
を
含
め
、

農
協
・
漁
協
関
係
者
の
ほ
か
政
財
界
、
県
立

高
等
学
校
長
、
中
等
教
育
学
校
長
な
ど
各
方

面
か
ら
約
180
名
の
方
々
が
出
席
し
、
共
に
新

年
を
祝
っ
た
。

　

開
会
後
は
有
間
会
頭
に
よ
る
挨
拶
の
後
、

来
賓
挨
拶
、「
せ
〜
の
！
」
の
掛
け
声
で
お
祝

い
の
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
一
斉
に
開
花
し
、
乾
杯

を
行
っ
た
。
今
年
の
干
支
は
丙
午
。
強
い
情

熱
と
行
動
力
を
持
っ
て
、
活
気
の
あ
る
一
年

と
な
る
こ
と
を
願
う
。

新
年
賀
詞
交
歓
会
　
開
催

　

11
月
３
日
㈪
、
秋
の
叙
勲
・
褒
章
に

お
い
て
、
当
所
会
頭　

㈱
ア
リ
ッ
ク
ス

　

会
長
・
有
間
義
恒
氏
が
長
年
に
わ
た

る
産
業
の
振
興
を
た
た
え
る
「
旭
日
小

綬
章
」
を
受
章
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
当
所
議
員　

名
門
サ
カ
イ
㈱

社
長
・
松
爲
教
輔
氏
が
酒
類
業
の
振
興

に
尽
く
し
た
功
績
を
た
た
え
る
「
藍
綬

褒
章
」
を
受
章
さ
れ
た
。

旭
日
小
綬
章
に
有
間
義
恒
氏

藍
綬
褒
章
に
松
爲
教
輔
氏

法人経営をバックアップする　　商工会議所会員様向け

業務災害総合保険
長期休業補償
ビジネス総合保険制度

お問い合わせは
㈱東京海上日動パートナーズ中国四国

愛媛支店　宇和島支社
宇和島市錦町３－20  アイティーシー宇和島ビル３階

℡：0895－28－6177

【
職
員
退
職
の
お
知
ら
せ
】

中
小
企
業
相
談
所

地
域
振
興
課　

課
長　

荒
木　

正
典（

10
月
31
日
付
）

▲主催者挨拶をする有間会頭。▲�「せ～の！」の掛け声で
　お祝いのクラッカーを開花。



3 商 工 会 議 所 は 挑 戦 す る 企 業 を 応 援 し ま す

会　頭
有間　義恒
㈱アリックス

常議員
河田　剛治
㈲宇和島第一ホテル

監　事
安達　三郎
安達三郎税理士事務所

常議員
土居　賢治
㈱伊予銀行
宇和島支店

常議員
松浦　　洋
㈱松浦設計

議　員
浅田　春雄
㈱浅田組

議　員
石川　英二
㈱トキワ電気

副会頭
村重　　敦
宇和島自動車㈱

常議員
山口　博規
㈱ヨンキュウ

常議員
三原　浩司
みはら洋品店

議　員
石丸　敏光
㈲ほづみ

副会頭
濱田　竜也
宇和島信用金庫

副会頭
木和田権一
㈱宇和島プロジェクト

常議員
里井　利計
㈱ガイヤエクスプレス

常議員
清家　達也
㈱ファインフード
システム

常議員
村上　髙志
㈱シンツ

議　員
稲葉　雄二
アイネツ㈱

常議員
上田一之介
㈱大介

専務理事
岩村　保昌
宇和島商工会議所

常議員
渡辺　直人
㈱フジ

フジグラン北宇和島

議　員
井上　和彦
井上塗装工業㈱

常議員
上田一之介
㈱上田

常議員
芳谷　圭一
㈱王子屋

議　員
井上　貴博
㈲アポトライ

常議員
岡　　兵典
㈱富士建設
コンサルタント

常議員
渡辺　　稔
㈱愛媛銀行
宇和島支店

議　員
井上　勝宏
㈲井上真珠店

常議員
奥田　賢司
㈱宮田建設

議　員
金子　泰久
㈱カネコ

議　員
菅　憲彦
四国電力送配電㈱

愛媛支社 宇和島事業所

常議員
野本　政孝
㈱サンメディカル

議　員
亀岡　泰治
㈱亀和建設

本年もよろしくお願い致します

議　員
大島　博雅
大島博雅法律事務所

常議員
久德壮一郎
㈱アクティブモア

議　員
菅原　佳子
㈲菅原

議　員
鈴木　和幸
㈱西部包装

議　員
宇都宮浩平
㈱南予ビージョイ

議　員
近藤　公久
㈱近藤公久商店

常議員
橘　　泰弘
南予生コン㈱

常議員
和泉　敬之
四国ガス㈱
宇和島支店

常議員
伊勢家勝正
㈱伊勢屋商店

常議員
清家　幹広
㈱かどや

常議員
兵藤康太郎
南豫通運㈱

常議員
丸木　良文
シンツ石油㈱

監　事
森田　雄太
愛和観光㈱

監　事
山下　修史
南興建設㈱

議　員
岡部　卓郎
（社労士法人）岡部
経営労務管理事務所

議　員
小野　仁志
㈱丸之内石材
流通センター
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議　員
松本　和也
㈲四国レジャーサービス

議　員
松本　邦夫
㈲マツモトハウス

議　員
三浦　清貴
㈱宇和島衛生社

議　員
三原　英人
三原産業㈱

議　員
山田　龍治
宇和島ケーブルテレビ㈱

議　員
山下　英喜
佐川印刷㈱
宇和島営業所

議　員
渡辺　　徹
㈲ダイコク

議　員
谷川　太一
㈱谷川商会

議　員
中畑　良仁
一若建設㈱

議　員
中村　悦子
㈲フラワーセンター宇和島

議　員
中村　匡史
㈲中村設備

議　員
二宮　正行
㈱二宮工務店

議　員
畑中　貴博
㈲エージェントハタナカ

議　員
松爲　教輔
名門サカイ㈱

議　員
清家　敦智
宇和島倉庫㈱

議　員
田中　忠助
㈱田中蒲鉾本店

議　員
葊瀨　　了
鶴島自動車整備㈱

議　員
西崎　政吉
西崎石油㈱

議　員
二宮　一之
㈱宇和島商会

議　員
山本　照子
盛運汽船㈱

議　員
髙平　光宣
㈲髙平屋

議　員
玉留　　一
㈱ダイニチ

議　員
立花　達典
㈲立花仏壇店

　

続
い
て
、
常
議
員
・
監
事
の
選
任
も
行
わ
れ
、

常
議
員
23
名
、監
事
３
名
も
併
せ
て
選
任
し
た
。

　

そ
の
他
議
事
で
は
、
令
和
７
年
度
一
般
会

計
収
支
補
正
予
算
を
審
議
し
、
異
議
な
く
承

認
し
た
。
業
務
報
告
で
は
８
月
以
降
の
常
議

員
会
、
部
会
等
の
開
催
状
況
、
各
種
事
業
に

つ
い
て
報
告
を
し
た
。

　

総
会
の
終
盤
、
２
期
６
年
間
副
会
頭
を
務

め
た
清
家
幹
広
氏
（
㈱
か
ど
や
・
会
長
）
へ

感
謝
の
意
を
込
め
て
花
束
を
贈
呈
。
副
会
頭

退
任
後
は
常
議
員
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
く
。

【
新
役
員
・
議
員
】

●
常
議
員

・
里
井
利
計
氏
（
㈱
ガ
イ
ヤ
エ
ク
ス
プ
レ
ス　

社
長
）

●
議
員

・
井
上
勝
宏
氏
（
㈲
井
上
真
珠
店　

社
長
）

・
大
島
博
雅
氏
（
大
島
博
雅
法
律
事
務
所
）

・
岡
部
卓
郎
氏
（（
社
労
士
法
人
）
岡
部
経
営
労
務

管
理
事
務
所　

代
表
社
員
）

・
近
藤
公
久
氏
（
㈱
近
藤
公
久
商
店　

社
長
）

・
清
家
敦
智
氏
（
宇
和
島
倉
庫
㈱　

社
長
）

・
山
田
龍
治
氏
（
宇
和
島
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱　

取
締
役
）

【
職
務
執
行
者
変
更
】

・
三
浦
清
貴
氏
（
㈱
宇
和
島
衛
生
社　

取
締
役
）

・
中
畑
良
仁
氏
（
一
若
建
設
㈱　

専
務
）

　

10
月
31
日
㈮
臨
時
議
員
総
会
を
当
所
３
階

ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
た
。
委
任
状
を
含
め
59

名
が
出
席
し
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
会
頭
に
有
間
義
恒

氏
（
再
任
・
㈱
ア
リ
ッ
ク
ス
会
長
）
を
再
任

し
、
続
い
て
、
村
重
敦
氏
（
再
任
・
宇
和
島

自
動
車
㈱
・
社
長
）、
木
和
田
権
一
氏
（
再
任
・

㈱
宇
和
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
社
長
）、
濱
田
竜

也
氏
（
新
任
・
宇
和
島
信
用
金
庫
・
理
事
長
）

の
３
名
を
指
名
し
た
。
ま
た
、
専
務
理
事
に

岩
村
保
昌
氏
（
再
任
）
を
指
名
し
、
い
ず
れ

も
満
場
一
致
で
承
認
し
た
。
任
期
は
、
令
和

10
年
10
月
31
日
ま
で
。

新
役
員
・
議
員
が
決
定
！
新
体
制
ス
タ
ー
ト

臨
時
議
員
総
会　
開
催

▲副会頭を退任された清家幹広氏。

▲菅原佳子議員より花束贈呈。

▲（左から）有間義恒会頭（再任）、村重敦副会頭（再任）、
　  木和田権一副会頭（再任）、濱田竜也副会頭（新任）、
　  岩村保昌専務理事（再任）
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▲賀状贈呈を受ける有間氏と松爲氏。

愛
媛
県
商
工
会
議
所
議
員
大
会
被
表
彰
者

〔
県
連
会
頭
表
彰
〕

【
役
員
・
議
員
】

●
在
任
30
年

　

常
議
員　
　
　
　
　
　

野
本　

政
孝 

氏

　

常
議
員　
　
　
　
　
　

伊
勢
家
勝
正 

氏

〔
日
商
会
頭
・
県
連
会
頭
連
名
表
彰
〕

●
在
任
15
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱
大
介

　

常
議
員　
　
　
　
　
　

上
田
一
之
介 

氏

　

議　

員　
　
　
　
　
　

二
宮　

一
之 

氏

　

議　

員　
　
　
　
　
　

山
下　

英
喜 

氏

● 

役
員
・
議
員
と
し
て
多
年
在
任
し
、

　

功
労
特
に
顕
著
な
退
任
者

　

前
監
事　
　
　
　
　
　

藤
井　

博
史 

氏

【
常
勤
役
員
・
職
員
】

●
在
職
10
年

　

経
営
支
援
課
主
事　
　

伊
井　

開
成 

〔
感
謝
状
〕

　【
叙
勲
】

●
旭
日
小
綬
章　
　
　
　

有
間　

義
恒 
氏

　【
褒
章
】

●
藍
綬
褒
章　
　
　
　
　

松
爲　

教
輔 

氏

人
口
減
少
対
策
や
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
等
を
国
や
県
に
要
望
へ

第
72
回
愛
媛
県
商
工
会
議
所
議
員
大
会
・
４
議
題
を
決
議

　

第
72
回
愛
媛
県
商
工
会
議
所
議
員
大
会
が
、

去
る
12
月
２
日
㈫
、
愛
媛
県
県
民
文
化
会
館

に
て
開
催
さ
れ
た
。　

　

大
会
に
は
県
下
９
商
工
会
議
所
の
役
員
・

議
員
が
出
席
し
、
功
労
者
に
対
す
る
表
彰
、

賀
状
贈
呈
の
後
、
６
つ
の
提
出
議
題
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
議
案
審
議
終
了
後
、「
人
口
減
少

を
前
提
と
し
た
六
方
よ
し
経
営
〜
こ
れ
か
ら

の
日
本
経
済
を
考
え
る
〜
」
と
い
う
演
題
で
、

立
教
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
特
任
教
授
・
藻
谷

ゆ
か
り
氏
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

【
議
員
大
会
で
採
択
さ
れ
た
議
案
】

・
人
口
減
少
対
策
の
強
化

・
四
国
新
幹
線
の
早
期
実
現

・ 

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
企
業
支
援
の

拡
充
に
つ
い
て

・ 

ま
ち
づ
く
り
や
観
光
振
興
な
ど
地
域
の
活
性

化
に
つ
い
て

・ 

広
域
交
通
基
盤
の
整
備
及
び
大
規
模
災
害
に

備
え
た
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

・
商
工
会
議
所
の
体
制
・
機
能
の
強
化
に
つ
い
て

▲挨拶をする三好県連会頭。

　

11
月
29
日
㈯
、
宇
和
島
市
総
合
体
育
館

大
競
技
場
に
て
、
宇
和
島
市
合
併
20
周
年

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
市
関

係
者
や
市
議
会
関
係
者
、
各
団
体
代
表
者

な
ど
約
230
名
が
出
席
し
、
20
周
年
の
節
目

を
祝
い
、
宇
和
島
の
さ
ら
な
る
発
展
を

願
っ
た
。

　

式
典
で
行
わ
れ
た
市
政
功
労
者
表
彰
に

お
い
て
、
産
業
経
済
・
商
工
観
光
分
野
に

お
い
て
市
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
当
所
が

表
彰
を
受
賞
。
代
表
者
と
し
て
有
間
会
頭

が
表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
。
他
に
も
地
域

づ
く
り
、
教
育
・
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
・

福
祉
・
生
活
環
境
な
ど
の
分
野
に
お
い
て

表
彰
が
行
わ
れ
、
26
団
体
と
２
名
の
個
人

が
受
賞
し
て
い
る
。

宇
和
島
市
合
併
20
周
年
記
念
式
典

市
政
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た▲賞状を受け取る有間会頭。

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

●  

県
内
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

る｢

愛
媛
県
最
低
賃
金｣

は
令
和
７
年

12
月
１
日
か
ら
１
時
間
１
，０
３
３
円

に
改
正
さ
れ
ま
し
た

●  

ま
た
、
県
内
の
特
定
の
産
業
に
属
す

る
事
業
場
の
労
働
者
に
は｢

特
定
最
低

賃
金｣

が
適
用
さ
れ
令
和
７
年
12
月
25

日
か
ら
、
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

①
パ
ル
プ
、
紙
製
造
業
最
低
賃
金

　
（
１
時
間
１
，１
１
３
円
）

② 

は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機
械
器
具
、

業
務
用
機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃
金

（
１
時
間
１
，１
１
４
円
）

③ 

電
子
部
品･

デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具

製
造
業
最
低
賃
金

　
（
１
時
間
１
，１
０
７
円
）

④ 

船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造

業
最
低
賃
金

　
（
１
時
間
１
，１
３
６
円
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
労
働
局　

賃
金
室

☎
０
８
９
（
９
３
５
）
５
２
０
５

又
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

宇
和
島
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
８
９
５
（
２
２
）
４
６
５
５
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愛
顔
つ
な
が
る

え
ひ
め
若
者
運
動
会
に
参
加
！

　

令
和
７
年
11
月
22
日
㈯
愛
媛
県
武
道

館
に
て
開
催
さ
れ
た
「
愛
顔
つ
な
が
る

　

え
ひ
め
若
者
運
動
会
2025
」。
東
・
中
・

南
予
の
若
手
社
会
人
を
対
象
と
し
た
愛

媛
県
主
催
の
事
業
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
、
職
場
を
超
え
た
つ
な
が
り
の
場
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
各
地
域
に
お
け

る
人
と
の
繋
が
り
や
地
域
の
魅
力
を
再

認
識
す
る
契
機
と
し
、
地
域
へ
の
愛
着

や
一
体
感
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　

当
所
か
ら
も
６
名
の
職
員
が
参
加
。

綱
引
き
や
台
風
の
目
、
玉
入
れ
な
ど
６

種
目
に
出
場
し
、
親
交
を
深
め
た
。
優

勝
は
逃
し
た
が
、
当
日
参
加
者
350
人
の

中
か
ら
１
名
の
み
選
ば
れ
る
「
ベ
ス
ト

ス
マ
イ
ル
賞
」
に
総
務
課
・
岡
崎　

安

菜
主
事
が
見
事
受
賞
し
た
。

▲こみきゃん、みきゃん、ダークみきゃんと仲良く記念写真。

▲�優勝された畑中貴博さん（㈲エー
ジェントハタナカ）へ賞品とトロ
フィーを授与。

▲秋晴れの中での、絶好のゴルフ日和でした。

　

11
月
29
日
㈯
、
宇
和
島
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
に
て
第
13
回
会
員
交
流
・
親
睦
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
し
た
。
同
大
会
は
、
当
所

会
員
事
業
所
の
役
員
（
経
営
者
）
並
び
に

従
業
員
を
対
象
と
し
、会
員
の
健
康
増
進
、

会
員
同
士
の
交
流
を
目
的
に
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
今
年
は
91
名
の
参
加
と
な
っ
た
。

　

同
大
会
は
、
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
の
中

で
行
わ
れ
、
無
事
に
プ
レ
ー
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
た
。
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
た
ス
ー
パ
ー
シ
ョ
ッ
ト
が
数
多
く

見
ら
れ
、
ド
ラ
コ
ン
賞
や
ニ
ア
ピ
ン
賞
を

次
々
と
手
に
す
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

企
業
の
皆
様
か
ら
の
ご
協
賛
に
よ
り
、

豪
華
な
賞
品
を
多
数
ご
用
意
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
対
し
て
、
改
め
て

深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

【
成
績
】

優
　
勝　

畑
中　

貴
博
さ
ん　
㈲
エ
ー
ジ
ェン
ト
ハ
タ
ナ
カ

第
二
位　

中
屋　

健
二
さ
ん　
宇
和
島
商
工
会
議
所
OB

第
三
位　

岩
井　
　

敏
さ
ん　

Ｓ
．Ｉ
建
築

フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
で
広
が
る
交
流
の
輪

第
13
回
　
会
員
交
流
・
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

【
協
賛
企
業
】

㈱
ア
リ
ッ
ク
ス
、㈱
伊
予
銀
行
宇
和
島
支
店
、

宇
和
島
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
、
宇
和
島
自
動

車
㈱
、
宇
和
島
信
用
金
庫
、
㈱
宇
和
島
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
㈱
愛
媛
銀
行
宇
和
島
支
店
、

㈲
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ハ
タ
ナ
カ
、
㈱
王
子
屋
、

海
鮮
居
酒
屋
が
い
や
、
㈱
か
ど
や
、
シ
ン
ツ

石
油
㈱
、
す
し
え
も
ん
、
㈱
田
中
蒲
鉾
本
店
、

田
中
不
動
産
㈱
、
㈱
豊
島
塗
装
、
ト
ヨ
タ

Ｌ
＆
Ｆ
西
四
国
㈱
西
南
営
業
所
、
㈲
中
村

設
備
、
南
豫
通
運
㈱
、
㈱
フ
ァ
イ
ン
フ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
、
㈱
フ
ジ
、
㈲
ほ
づ
み
、
㈲
丸
忠
、

㈱
宮
田
建
設
、
ｌｏｕｎｇ
ｅ
壇
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芝
田
　
大
悟
　
　
一
若
建
設
㈱

清
水
　
　
優
　
　
㈲
エ
ヌ
・
ス
タ
イ
ル

佐
野
慎
一
郎
　
　
㈱
ガ
イ
ヤ
エ
ク
ス
プ
レ
ス

佐
藤
　
春
伸
　
　
㈱
ガ
イ
ヤ
エ
ク
ス
プ
レ
ス

松
浦
　
一
浩
　
　
㈱
ガ
イ
ヤ
エ
ク
ス
プ
レ
ス

山
口
　
正
人
　
　
㈱
ガ
イ
ヤ
エ
ク
ス
プ
レ
ス

加
賀
城
福
喜
　
　
㈱
ガ
イ
ヤ
エ
ク
ス
プ
レ
ス

山
口
　
祐
二
　
　
㈱
ガ
イ
ヤ
エ
ク
ス
プ
レ
ス

横
田
　
慎
吾
　
　
㈱
ガ
イ
ヤ
エ
ク
ス
プ
レ
ス

善
家
　
将
弘
　
　
㈱
ガ
イ
ヤ
エ
ク
ス
プ
レ
ス

中
川
　
昭
宏
　
　
㈱
カ
ネ
コ

信
田
　
芹
香
　
　
㈱
カ
ネ
コ

兵
頭
　
昌
之
　
　
㈱
カ
ネ
コ

大
西
　
来
美
　
　
シ
ン
ツ
石
油
㈱

松
浦
　
実
咲
　
　
㈲
菅
原

今
永
　
亜
貴
　
　
㈲
菅
原

越
智
　
　
琴
　
　
㈲
菅
原

奥
田
　
勝
也
　
　
㈱
ダ
イ
ニ
チ

佐
本
　
博
紀
　
　
㈱
ダ
イ
ニ
チ

浅
井
　
大
地
　
　
㈱
ダ
イ
ニ
チ

河
村
　
春
香
　
　
㈱
ダ
イ
ニ
チ

黒
田
　
直
美
　
　
㈱
富
士
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

中
村
希
久
帆
　
　
㈱
富
士
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

曽
我
　
竜
平
　
　
三
原
産
業
㈱

和
田
　
裕
次
　
　
三
原
産
業
㈱

久
保
田
正
輝
　
　
三
原
産
業
㈱

宮
本
　
満
輝
　
　
三
原
産
業
㈱

◎
勤
続
20
年
以
上
（
20
名
）

中
野
　
洋
文
　
　
居
村
水
産
㈲

仲
川
　
則
子
　
　
㈱
う
わ
じ
ま
産
業
振
興
公
社

亀
田
　
尚
人
　
　
宇
和
島
自
動
車
㈱

二
宮
　
雅
吏
　
　
宇
和
島
自
動
車
㈱

山
﨑
　
琢
也
　
　
宇
和
島
自
動
車
㈱

泉
　
　
栄
一
　
　
㈱
ガ
イ
ヤ
エ
ク
ス
プ
レ
ス

清
家
　
浩
一
　
　
㈱
ガ
イ
ヤ
エ
ク
ス
プ
レ
ス

大
塚
　
利
恵
　
　
㈱
カ
ネ
コ

小
野
　
千
代
　
　
㈱
カ
ネ
コ

大
橋
　
　
潤
　
　
㈱
サ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル

清
家
　
千
明
　
　
㈱
サ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル

中
山
　
和
幸
　
　
㈱
ダ
イ
ニ
チ

竹
田
　
陽
子
　
　
㈱
ダ
イ
ニ
チ

武
田
　
育
代
　
　
㈱
富
士
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

芝
　
千
恵
子
　
　
㈱
富
士
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

木
下
　
真
吾
　
　
㈱
丸
之
内
そ
う
ご

青
木
　
恵
子
　
　
㈱
丸
之
内
そ
う
ご

上
岡
　
仙
亮
　
　
三
原
産
業
㈱

中
嶋
幸
太
朗
　
　
三
原
産
業
㈱

芝
　
佐
知
子
　
　
㈱
ヨ
ン
キ
ュ
ウ

◎
勤
続
10
年
以
上
（
32
名
）

田
中
　
　
綾
　
　
愛
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
㈱

中
川
乃
婦
子
　
　
愛
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
㈱

大
和
　
綾
香
　
　
愛
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
㈱

石
尾
　
亜
樹
　
　
愛
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
㈱

松
本
　
祐
子
　
　
愛
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
㈱

◎
勤
続
40
年
以
上
（
２
名
）

河
野
　
春
彦
　
　
一
若
建
設
㈱

西
谷
　
　
昇
　
　
㈱
シ
ン
ツ

◎
勤
続
30
年
以
上
（
13
名
）

井
上
　
総
和　
　

佐
川
印
刷
㈱

田
中
　
英
治
　
　
佐
川
印
刷
㈱

浅
野
　
幸
作
　
　
佐
川
印
刷
㈱

井
伊
　
喜
久
　
　
㈱
サ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル

旭
　
　
伸
二
　
　
㈱
サ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル

薦
田
　
周
史
　
　
㈱
サ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル

宮
道
　
　
司
　
　
㈱
サ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル

寺
坂
　
義
治
　
　
㈱
ダ
イ
ニ
チ

梶
原
　
光
世
　
　
㈱
ダ
イ
ニ
チ

梶
原
　
悟
朗
　
　
㈱
ダ
イ
ニ
チ

萩
山
　
明
生
　
　
㈱
ダ
イ
ニ
チ

水
元
　
丈
人
　
　
㈱
ダ
イ
ニ
チ

中
村
　
　
政
　
　
三
原
産
業
㈱

　11月21日㈮、令和7年度優良従業員表彰式を当商工会館で開催。
会員事業所に永年勤続し、産業発展に貢献を果たしてきた従業員を
表彰している。式典中、自社の従業員の晴れ姿を撮影しようとカメラ
を構える事業主の懸命な姿や、推薦書の表彰事由欄に記された数々
の頑張りなど、労使間の温かい一幕も見られた。
　今回は、事業所から推薦のあった67名が晴の表彰を受けた。受賞
者は以下のとおり。（敬称略）

･･
･  

長
年

の 功 績 を 讃 え て  ･･･

優 良 従 業 員 表 彰 式

67名 を 表 彰 ！
受賞者のみなさん

おめでとうございます！

▲代表謝辞・河野春彦さん
（一若建設㈱・勤続41年）
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令
和
７
年
11
月
19
〜
20
日
に
福
岡
で
開

催
さ
れ
た
大
型
商
談
の
当
所
ブ
ー
ス
へ
4

事
業
者
が
出
展
し
た
。
会
場
に
は
、
九
州

圏
を
中
心
に
飲
食
店
関
係
者
や
、百
貨
店・

ス
ー
パ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
が
来
場
。
出
展
者

は
、
求
め
ら
れ
る
商
品
や
バ
イ
ヤ
ー
か
ら

の
提
案
に
対
し
熱
心
に
耳
を
傾
け
商
談
に

臨
ん
で
い
た
。

セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
招
聘
し

個
別
商
談
会
を
実
施

　

ま
た
、
今
年
度
は
商
談
会
へ
の
出
展

と
併
せ
て
、
高
松
駅
構
内
の
セ
レ
ク
ト

シ
ョ
ッ
プ
「
シ
コ
ク
メ
グ
ル
」
の
店
長

を
招
聘
し
、
個
別
商
談
会
や
商
品
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
支
援
。

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
や
売
り
方
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
具
体
的

な
取
り
引
き
に
つ
い
て
も
継
続
的
に
交

渉
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

11
月
８
〜
９
日
、
29
〜
30
日
に
瀬

戸
内
中
央
自
動
車
道
の
与
島
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
に
て
開
催
さ
れ
た
「
せ

と
う
ち
収
穫
祭
２
０
２
５
」
に
当
所

及
び
、
会
員
企
業
２
社
が
出
店
し
た
。

四
国
西
南
地
域
の
観
光
Ｐ
Ｒ
・
物
産
販

売
を
目
的
に
四
国
経
済
連
合
会
が
企

画
し
、
当
所
が
出
店
者
の
募
集
お
よ

び
出
店
支
援
を
行
っ
た
。収
穫
祭
に
は
、

宇
和
島
の
他
、
高
知
や
香
川
、
岡
山

か
ら
の
出
店
者
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
産
品
に
多
く
の
お
客
様
が
足
を

止
め
て
い
た
。

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
等
に
よ
り
、

地
域
の
消
費
力
は
低
迷
し
て
い
る
が
、

域
外
か
ら
の
需
要
を
獲
得
す
る
こ
と

は
、
地
域
内
の
経
済
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
。
当
所
で
は
引
き
続
き
域
外
の

需
要
拡
大
を
支
援
し
て
い
く
。

▲�出展者は試食の提供などを交え自社
商品をPR。多くの商談が行われた。

西日本での需要拡大を目指して！
FOOD STYLE JAPAN2025【九州】へ４社が出展

与島Ｐ
Ａにて

開催

「せとうち収穫祭2025」で地域産品をPR

宇和島商工会議所の宇和島商工会議所の会員限定割引会員限定割引あり！あり！

従業員の勤怠やシフト調整で
お困りではありませんか？

30万
社導入

業界№
1

基本料金や初期費用はありません。利用人数に応じて月額料金が決まります。
無料トライアル期間もあるので、まずはお試しもOK！

メール・チャット・電話の各種カスタマーサポートも無料です。

ジョブカン 各種シリーズ（一部）
ジョブカン
勤怠管理

ジョブカン
労務HR

ジョブカン
給与計算

ジョブカン
会計

ジョブカン
見積/請求書

１人あたり

50円/月 引き

１人あたり

100円/月 引き

１人あたり

100円/月 引き

１人あたり

100円/月 引き

１契約あたり
５00円～1000円

/月 引き
※毎月継続して割引が適用されます。
※各サービス単体で割り引きされます。他に組合せ割引等もありますのでお問合せ下さい。

※直接ジョブカン問い合わせ時は、紹介欄に「宇和島商工会議所」とご記入ください。

お問い合わせは：宇和島商工会議所　0895-22-5555ジョブカン
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　ＤＩ値で前年同期と比べた今期の状況を
見ると、業況は小売業で大きく悪化した一方、
製造業・建設業・サービス業ではマイナス
幅が縮小し改善がみられた。売上は製造業
がプラスへ転じるなど改善傾向が見られる
ものの、小売・建設では依然として厳しい
水準となっている。原材料価格や電気代の
上昇、最低賃金引上げによる人件費負担の
増大により価格転嫁が進まず、収益を圧迫
している。実質賃金の伸び悩みや光熱費補
助金の終了により家計負担が増し、消費活
動の停滞が続いている。

　ＤＩ値で今期と比べた来期の見通しを業
種別にみると、小売・卸売・製造・サービ
ス業で業況がいずれもマイナスとなり、厳
しい状況が続く。売上では製造業が唯一プ
ラスを示すが、他業種は慎重な見通しが続
く。今後も不透明感は残るものの、中小企
業支援策や観光需要が下支え要因となる。
一方、賃上げ促進は消費喚起の可能性があ
る反面、中小企業にとっては人件費負担の
悪影響の方が大きいため、原材料費や光熱
費の高止まりと合わせて、生産性向上やコ
スト管理の強化が求められる。

　ＤＩ値で前期比の推移を見ると、売上・業
況ともにマイナス幅は縮小したが、なお弱い。
飲食業は需要回復が鈍く、物価高で収益が厳
しい。観光関連も来訪者が伸びず、改善が限
定的である。運送業は燃料費高止まりや人手
不足が続き、効率化が課題となっている。取
扱量が不安定で投資を控える動きも見られる。
金利上昇で返済負担が増し、資金繰りへの不
安も強まっており、地域経済の回復には時間
を要する見込みである。

※数値はＤＩ値（単位：ポイント）

※数値はＤＩ値（単位：ポイント）

※数値はＤＩ値（単位：ポイント）

小売 卸売 製造 建設 サービス

業況
（前年同期） ▲５５

（▲27）
▲27
（0）

▲３６
（▲４４）

▲１３
（▲33）

５
（▲３１）

売上
（前年同期） ▲４５

（▲55）
▲１８

（▲２５）
１８

（▲２２）
▲３８

（▲３３）
0

（▲２５）

雇用
(前年同期) ▲１０

（0）
9

（▲２５）
０

（１１）
２９

（0）
▲１１

（▲２５）

小売 卸売 製造 建設 サービス

業況
▲４０ ▲９ ▲２７ ０ ▲１６

売上
▲４５ １８ ９ ▲１３ ▲３２

雇用
▲１0 ９ ９ 0 ▲１５

ＤＩ値とは
・�好転・増加と答えた企業割合から、それぞれ悪化・減少と答

えた企業割合を引いて算出。
　ＤＩ値＝（好転・増加）－（悪化・減少）
・�０（ゼロ）を基準として、プラス値で上向き傾向、マイナス

値で下向き傾向を示す。よって、売上高などの実数値の変化
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気観の相対的な
広がりを意味する。

※数値はＤＩ値（単位：ポイント）

業
種 業況 売上 雇用

全
　
業
　
種

今期の実績
［Ｒ７.10 ～ 12月］

（前年同期比の数字）
▲２２

（▲28）
▲13

（▲32）
0

（▲10）

来期の見通し
［Ｒ８. １～３月］ ▲19 ▲18 ▲2

凡　例
特に好転 好転 まあまあ 悪化 特に悪化

ＤＩ値水準 ＞＝25 24～10 9～▲9 ▲10～▲24 ＜＝▲25

管内景況報告管内景況報告

(令和７年１２月市内６７企業のアンケート主体)

令和７年１０－１２月期
最低賃金引上げと物価高が続き、

価格転嫁の難しさにより収益を圧迫

⑴ 前年同期（令和６年１０～１２月）と比べた今期（令和７年１０～１２月）の状況

⑵ 今期（令和７年１０～１２月）と比べた来期（令和８年１～３月）の見通し

⑶ 経営上の問題（返答企業は上位３つまで回答可）

 １ 概　　況

 ２ 業態別動向

（１）需給の動向
　 日銀の松山支店が公表している愛媛県金融経済概況（令和
７年12月公表）によると愛媛県の景気は、一部に弱めの動き
がみられるものの、基調としては持ち直している。 すなわち、
個人消費は、物価上昇の影響を受けつつも、底堅く推移して
いる。住宅投資は、弱い動きとなっている。設備投資は、増
加している。公共投資は、高水準で推移している。こうした中、
生産は、横ばい圏内の動きとなっている。雇用・所得環境を
みると、緩やかに持ち直している。本調査による宇和島市の
業況をみると、全業種の対前年同期比（令和６年10～ 12月）で、
「売上」が増加したが26.7％、減少が40.0％、「採算」が好転し
たが11.7％、悪化が38.3％としており、どちらも厳しい状況に
ある。

　ＤＩ値で全業種の今期の実績を前年同期（令和６年10 ～
12月）と比較すると、業況売上ともにマイナス幅が縮小し、
雇用に関しても10ポイント改善した。
　設備投資について実施した事業所は、小売業18.2%、卸売
業45.5％、製造業27.3%、サービス業37.5％、建設業26.3%と
している。来期計画している事業所は小売業9.1%、卸売業
18.2％、製造業18.2%、サービス業12.5％、建設業36.8%として
いる。

（２）雇用情勢
　宇和島公共職業安定所における令和７年９月の新規求職者
数は、233人で前年同月の248人より15人（6.4％）減となった。
新規求人数は430人であり、前年同月669人より239人（35.7%）
減となっている。令和７年９月末現在の有効求職者数は1,129
人（内55才以上の高齢者500人）、有効求人数は1,521人であり、
有効求人倍率は1.32倍で、前年同月1.47倍より0.15ポイントの
減となっている。

売 上 採 算

不変
33.3%

減少
40.0%

好転
11.7%

不変
50.0%

悪化
38.3%

増加
26.7%

 ３ 売上と業況の前期比推移

25
年
Ⅳ
期

25
年
Ⅲ
期

25
年
Ⅱ
期

25
年
Ⅰ
期

24
年
Ⅳ
期

24
年
Ⅲ
期

24
年
Ⅱ
期

24
年
Ⅰ
期

23
年
Ⅳ
期

23
年
Ⅲ
期

23
年
Ⅱ
期

23
年
Ⅰ
期

22
年
Ⅳ
期

22
年
Ⅲ
期

22
年
Ⅱ
期

22
年
Ⅰ
期

21
年
Ⅳ
期

21
年
Ⅲ
期

21
年
Ⅱ
期

21
年
Ⅰ
期

20
年
Ⅳ
期

20
年
Ⅲ
期

20
年
Ⅱ
期

20
年
Ⅰ
期

19
年
Ⅳ
期

19
年
Ⅲ
期

19
年
Ⅱ
期

19
年
Ⅰ
期

15.0
5.0
-5.0
-15.0
-25.0
-35.0
-45.0
-55.0
-65.0

ＤＩ値（前期比）の推移 売上
業況

14
12
10
8
6
4
2
0

小売業

卸上業

製造業

建設業

サービス業
売
上
不
振
・
収
益
低
下

仕
入
難
（
材
料
）

過
当
競
争

人
件
費
負
担

経
費
負
担

人
材
不
足

設
備
不
足

需
要
の
停
滞

資
金
繰
り
難

そ
の
他
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新
入
社
員
の
皆
で
一
緒
に
！

　
合
同
入
社
式　
参
加
者
募
集
中

事
業
継
続
力
強
化
計
画

策
定
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

基
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学
ぼ
う

　
新
就
職
者
研
修
会
を
行
い
ま
す

　

宇
和
島
地
域
の
企
業
・
事
業
所
に
入
社
し

た
新
入
社
員
の
皆
様
を
、
地
域
を
あ
げ
て
歓

迎
、
祝
福
、
激
励
し
、
地
域
経
済
発
展
の
一

翼
を
担
う
社
会
人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出

す
合
同
入
社
式
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
・
申

込
は
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
内
の
事
業
所
に
４
月
入
社
予
定
の
新
入

社
員
を
主
な
対
象
に
、
社
会
人
と
し
て
の
自

覚
を
も
た
せ
、
優
れ
た
従
業
員
と
し
て
の
心

構
え
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。
中
途
採
用
の
方
や
入
社
後
数

年
経
過
し
た
方
も
、
年
齢
・
業
種
に
関
係
な

く
受
講
可
能
で
す
。

特
定
退
職
金
共
済
制
度
（
特
退
共
）

請
求
時
の
提
出
書
類
が
追
加

　

令
和
８
年
１
月
１
日
以
降
に
支
払
わ
れ
る

特
定
退
職
金
共
済
制
度
（
特
退
共
）
の
退
職

給
付
金
に
つ
い
て
、
税
制
改
正
に
伴
い
、
従

来
の
「
退
職
通
知
書
兼
給
付
金
請
求
書
」
に

加
え
、
新
た
に
、
国
税
庁
様
式
の
「
退
職
所

得
の
受
給
に
関
す
る
申
告
書
」
の
提
出
が
必

須
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
加
入
中
の
皆
様
に
は
、
従
来
の
請
求
書

を
お
渡
し
す
る
際
に
「
退
職
所
得
の
受
給
に

関
す
る
申
告
書
」
も
お
渡
し
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
当
所
総
務
課
・
共
済
担

当
（
22

－

5555
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

11
月
21
日
㈮
、
宇
和
島
商
工
会
議
所
と
損

害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
㈱
共
催
に
よ
り
「
事
業
継

続
力
強
化
計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

た
。
講
師
は
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
㈱
髙
橋
孝
一
氏
。

　

巨
大
地
震
や
感
染
症
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
な

ど
と
い
っ
た
リ
ス
ク
か
ら
自
社
を
守
る
は
じ

め
の
一
歩
で
あ
る
「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
」

の
説
明
を
は
じ
め
、
実
際
の
計
画
書
を
作
成

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
た
。

　

同
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
で
、
自
然
災
害

等
に
よ
る
事
業
活
動
へ
の
影
響
を
抑
え
る
た

め
の
取
り
組
み
が
整
理
さ
れ
る
ほ
か
、
国
か

ら
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
融
資
や
税
制
面

で
の
優
遇
、
補
助
金
審
査
に
お
け
る
加
点
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

な
お
、
セ
ミ
ナ
ー
後
に
は
希
望
者
に
対
し

て
認
定
申
請
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も
行
わ
れ
た
。

　

宇
和
島
地
域
で
は
、
今
年
度
に
入
り
同
計

画
の
認
定
件
数
が
増
加
し
て
い
る
。
各
企
業

の
事
業
継
続
力
が
高
ま
る
こ
と
は
、
地
域
経

済
全
体
の
持
続
力
向
上
に
も
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
当
所
と
し
て
も
積
極
的
に
計
画
策
定

を
支
援
し
て
い
く
。

◀申込は
　こちら！

宇和島地域の企業・事業所に入社した新入社員の皆様を、地域をあげて歓迎、祝福、激励し、
地域経済発展の一翼を担う社会人としての一歩を踏み出す合同入社式を開催します。

午前９時～９時45分（新就職者研修１日目） 

※新入社員（職員）は８時45分までに集合し、
　㈱キャップ インストラクターより式典の心構え
　について学ぶ 

宇和島商工会館　３階ホール

宇和島市内事業所　新入社員（職員）

40名 

当所会員事業所は新入社員（職員）１名につき1,000円 
※非会員事業所は4,000円 

下記の申込書に必要事項を記入し、 
３月２日(月)までにお申し込みください。 

           年   月   日 

【事業所名】 

【代表者名】   

【所 在 地】   

【連 絡 先】   

≪お申込み・問い合わせ先≫ 

宇和島商工会議所 総務課 
TEL:0895-22-5555 
FAX:0895-24-6655 
Email: ucci@uwajima-cci.or.jp 
※申込書にご記入頂いた情報は、合同入社式に
　おける本人確認、名簿作成、商工会議所から
　の各種連絡のために利用します。 

内　　容 

1．開式の辞 
2．主催者式辞 
3．新入社員紹介
4．記念品贈呈 
5．来賓祝辞・紹介
6．新入社員代表謝辞 
7．閉式の辞

（集合記念写真撮影）

切り取り線 

≪参加者≫

≪引率者≫

令和８年度 宇和島商工会議所合同入社式

日  時

場　　所

定　　員 

負 担 金

より有意義な式典となりますよう、代表者・引率者の皆様の
ご臨席につきましてご高配賜りますようお願い申し上げます。

お 願 い

申込方法

対 象 者

令和８年４月２日(木)  

令和８年度　宇和島商工会議所合同入社式　参加申込書

【担当者名】 

※記入欄が足らない場合はコピーをしてご利用ください。

フリガナ

参加者氏名

フリガナ

参加者氏名

フリガナ

参加者氏名

フリガナ

参加者氏名

フリガナ

引率者氏名

仕
事
の
ミ
ス
が
な
く
な
る

頭
の
使
い
方
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　〝
う
っ
か
り
〟
の
原
因
は
「
２
つ
の
記
憶
」

に
あ
っ
た
！
仕
事
の
生
産
性
を
下
げ
、
顧
客

と
の
信
頼
も
傷
つ
け
る
仕
事
の
ミ
ス
。
本
セ

ミ
ナ
ー
で
は
脳
の
仕
組
み
に
つ
い
て
実
習
を

交
え
な
が
ら
理
解
し
、
ミ
ス
を
な
く
す
ポ
イ

ン
ト
を
学
ぶ
こ
と
が
可
能
で
す
。

◀申込は
　こちら！

脳の仕組みを解き明かし、ミスをなくす方法を解説︕ 
仕事の生産性を下げ、顧客との信頼も傷つける「ミス」。ただ、なく

そうとしてもなかなかなくならないのが「ミス」です。なぜ「ミス」

が起こるのか？その原因を脳の仕組みにまでさかのぼり、理解する

ことで、ミスに対する根本的対策を打つことが可能になります。本

研修では脳の仕組み＝２つの記憶（ワーキングメモリ・潜在記憶）

について実習を交えながら、体験的に理解し、有効活用してミスを

なくすポイントを身につけていきます。 

宇和島商工会議所 行 FAX：0895-24-6655 参加申込書

地在所名所業事

参加方法
該当する方に○

現地 ・ オンライン (GoogleMeetを使用予定) メールアドレス

XAFLET

名者加参②名者加参①

※申込書にご記入頂きました個人情報は、適切な管理を図り、参加者名簿の作成および本研修会に関する連絡の目的のみ使用します。 

（切り取らずにこのまま送信してください。）

宇都
う つ

出
で

 雅巳
ま さ み

氏
東京大学経済学部卒。出版社、コンサルティング
会社勤務後、ニューヨーク大学留学。外資系銀行
を経て、2002年に独立。30年にわたり、記憶術や
速読を実践研究し、脳科学や心理学、認知科学の
知見も積極的に取り入れた独自の仕事術、勉強法
を確立。20冊を超える書籍やセミナー、企業研修
を通して伝えている。

トレスペクト教育研究所 代表 
公認会計士 
システム監査技術者 

申込方法 下記申込書をFAXまたはQRコードからお申し込み下さい。 

会　場 宇和島商工会館 ３階ホール（宇和島市丸之内1-3-24）または オンライン 

受講料 無料 30名（定員になり次第締め切り）会場定員

主　催 宇和島商工会議所　TEL：0895-22-5555　FAX：0895-24-6655（担当：伊井）

講師プロフィール 
■ ミスが起こる本当の理由 

─ “うっかり”の原因は「２つの記憶」にあった︕ 

■ ミスをなくし、脳をフル活用する３つのポイント 
─ カギは“ワーキングメモリ”の有効活用︕ 

■ 「聞いたつもり・伝えたつもり」をなくす方法 
─ 誤解を生む“潜在記憶”に巻き込まれないコツ︕ 

■ 判断ミスを防ぐ思考習慣・コミュニケーション 
 ─ 「コト」だけでなく「ヒト」を聞く︕ 

講演内容 

令和8年２月１７日（火）18︓30～20︓30

の

頭の使
仕事 ミスが 

なくなる い方セミナー
不注意 勘違いド忘れ

なぜミスが起こるのか？ 

※当所駐車場は駐車台数に限りがありますので、満車の場合は近隣有料駐車場をご利用ください。また駐車料金は各自でご負担いただきますようお願いいたします。 

令和８年度　新就職者研修会申込書

参　加　者　氏　名№

計

１

２

３

４

５

６

７

８

フ　リ　ガ　ナ

採用

新卒・中途

新卒 ・ 中途

新卒 ・ 中途

新卒 ・ 中途

新卒 ・ 中途

新卒 ・ 中途

新卒 ・ 中途

新卒 ・ 中途

新卒 ・ 中途

歳

歳

歳

　歳

歳

　歳

　歳

　歳

名

年 齢
(Ｒ８.４.１現在 )どちらかに○を

つけて下さい。

※申込書にご記入頂いた情報は、新就職者研修会における本人確認、名簿作成、商工会議所から

の各種連絡のために利用します。

上記のとおり申し込みいたします。

令和　　年　　月 　　日

宇和島商工会議所　　御中

　　　　　　　〒 ･住　所

　　　　　　　事 業 所 名

　　　　　　　担当者名 (役職 )

              電 話 番 号　       　　        　　　　ＦＡＸ番号

　　　　　　　Ｅ－ｍａｉｌ

同日開催の「合同入社式」は別途申込が必要となりますのでご注意ください 

基本のビジネスマナー、完全攻略！！

令和８年度 新就職者研修会
市内の事業所に４月入社予定の新入社員を主な対象に上記研修会を開催いたします。

研修会の前に合同入社式を実施いたしますので、別紙案内チラシをご確認いただき併せて

お申込みをご検討いただけますと幸いです。

【 日　　時 】　令和８年４月２日(木)・３日(金)

　　　　　　　　 １日目　１０時００分～１７時００分　※合同入社式終了後開始

　　　　　　　　 ２日目　１０時００分～１６時３０分

【 場　　所 】　宇和島商工会館３階ホール［宇和島市丸之内 1-3-24］

【 主　　催 】　宇和島商工会議所

【 受 講 料 】　参加者１名につき　９,０００円（昼食・お茶代、資料代含む）

　　　　　　　　 ※商工会議所非会員事業所は１４,０００円

【 対 象 者 】　本年学校を卒業し、市内の事業所に就職した者及び準ずる者

　　　　　　　 中途採用の方、入社後数年経過した方、年齢に関係なく受講可能。

　　　　　　　 業種を問わず社会人として仕事をする上で活用できる研修内容としております。

　　　　　　　 ※日本語が第一言語でない方の参加も可能ですが、内容理解のため日本語能力

　　　　　　　　 試験Ｎ４程度以上の日本語力が必要となります

【 講　　師 】　㈱キャップ (松山市本社 ) インストラクター

【 申込方法 】　右記申込書もしくはＱＲコードより、３月２日(月)までにお申込み下さい。

【 申 込 先 】　〒798-0060 宇和島市丸之内１丁目３－24

　　　　　　　 宇和島商工会議所　担当：岡崎

　　　　　　　 TEL 22-5555 / FAX 24-6655 / E-mail ucci@uwajima-cci.or.jp

先着４０名

―カリキュラム概要（予定）―

月 日 時 間 テーマ 研修内容

４/２

(木)

４/３

(金)

◇アイスブレイク

◇会社経営疑似体験

　「ペーパータワー」

・自己紹介など

・グループ内での意見交換や情報分析を行いながら、目標達

　成に向けてチームワークの重要性を学ぶ

・仕事の優先順位のつけ方

・指示の受け方、仕事の教わり方、シーン別報連相

・相手に与える印象を整える身だしなみ

・挨拶の徹底で信用の土台を築く

・相手に敬意を表す「立居振舞」の習得

・感じの良い話し方と聴き方

・社会人としてマスターしたい「正しい言葉遣い」

・人間関係を円滑にする「気配り言葉」の活用術

・お客様のお迎え、取次ぎ、ご案内の仕方

・様々な席順（上座・下座について）

・受付から応接室へ案内、面談から辞去まで

・会社訪問シミュレーション（名刺交換）

・宴席での基本マナー

・電話の受け方、取り次ぎ方、伝言の受け方

・様々な場面の電話応対シミュレーショントレーニング

・「なりたい自分」を自由に真剣に考える

◇組織人として持つべき意識

◇仕事の進め方

　「Ｇ・ＰＣＤＡサイクル」と

　「報連相」の連携

◇ビジネスマナーの基本

◇会話のマナー

◇来客応対

10:00

10:00

13:00

17:00

13:00

16:30

◇訪問マナー

◇電話応対

◇これからのキャリアデザイン

キ
　
リ
　
ト
　
リ

会
員
料
金
で
お
得
に
受
診
♪

令
和
７
年
度
集
団
健
康
診
断
を
実
施

　

会
員
事
業
所
に
お
け
る
健
康
経
営
の
普
及

促
進
に
取
り
組
む
た
め
、（
公
財
）
愛
媛
県

総
合
保
健
協
会　

南
予
支
所
の
協
力
の
も

と
、
令
和
３
年
度
よ
り
集
団
健
康
診
断
を
実

施
し
て
い
る
。
５
回
目
と
な
る
今
年
度
は
10

月
20
日
㈪
き
さ
い
や
広
場
に
て
実
施
し
、
19

事
業
所
92
名
の
皆
様
に
受
診
い
た
だ
い
た
。

来
年
度
も
実
施
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
ぜ

ひ
受
診
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◀QRコード
　はこちら！

◎来年度に向けてアン
ケートを実施中です！
皆様のご意見をぜひ
お聞かせください。
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安
心
し
て
働
け
る
職
場
づ
く
り
を
…

　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

11
月
18
日
㈫
、
当
所
３
階
ホ
ー
ル
に
て
「
カ

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
。
12
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

講
師
に
モ
リ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
代
表
で
人
材

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
森
み
や
子
氏
を
迎
え
、

カ
ス
ハ
ラ
の
現
状
を
は
じ
め
、
ク
レ
ー
ム
と

カ
ス
ハ
ラ
の
判
断
基
準
、
カ
ス
ハ
ラ
に
発
展

し
な
い
た
め
の
注
意
点
や
初
期
対
応
等
に
つ

い
て
講
話
い
た
だ
い
た
。

　

参
加
し
た
方
か
ら
「
カ
ス
ハ
ラ
対
策
で
は

初
期
対
応
が
大
事
だ
と
理
解
し
た
」「
自
社

で
働
く
他
の
従
業
員
へ
情
報
共
有
し
た
い
」

と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会
議

　

11
月
27
日
㈭
令
和
７
年
度
第
２
回
小
規
模

企
業
振
興
委
員
連
絡
会
議
を
開
催
し
た
。
こ

の
会
議
は
各
団
体
、
商
工
会
議
所
の
正
副
会

頭
と
日
本
政
策
金
融
公
庫
、
愛
媛
県
、
宇
和

島
市
の
担
当
者
を
交
え
て
宇
和
島
圏
域
に
お

け
る
各
業
界
の
業
況
や
課
題
、
官
公
庁
へ
の

要
望
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

今
回
は
宇
和
島
市
長
・
岡
原
文
彰
氏
を
講

師
に
「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
講
話
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、

振
興
委
員
よ
り
各
業
界
の
業
況
や
課
題
が
述

べ
ら
れ
、「
人
手
・
後
継
者
不
足
」、「
市
内

経
営
資
源
の
活
用
」、「
宇
和
島
フ
ォ
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
令
和
８
年
度
第
１
回
は
５
月
頃
開

催
予
定
。

近
隣
商
工
会
職
員
も
一
緒
に
…

知
的
財
産
勉
強
会
を
開
催

Ｃ
ａ
ｎ
ｖ
ａ
デ
ザ
イ
ン

徹
底
活
用
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

12
月
３
日
㈬
、
当
所
と
６
つ
の
近
隣
商
工

会
の
経
営
指
導
員
を
対
象
に
、
知
的
財
産
の
勉

強
会
を
開
催
。
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
愛
媛
県
知
財
総
合

支
援
窓
口
の
協
力
の
も
と
、
講
師
に
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ

Ｔ
知
的
財
産
戦
略
エ
キ
ス
パ
ー
ト　

弁
護
士
・

弁
理
士
の
幸
谷
泰
造
氏
を
迎
え
、「
ビ
ジ
ネ
ス

現
場
で
活
か
す
！
生
成
Ａ
Ｉ
の
知
財
リ
ス
ク

対
応
と
社
内
ル
ー
ル
策
定
の
ポ
イ
ン
ト
」
と

題
し
、
講
話
い
た
だ
い
た
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
急

速
な
普
及
に
よ
り
、
文
章
や
画
像
等
を
誰
で

も
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
一
方
で
、
著
作

権
等
の
知
的
財
産
の
適
切
な
取
り
扱
い
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
務
に
関
連
す

る
基
礎
知
識
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　

12
月
12
日
㈮
、
Ｃ
ａ
ｎ
ｖ
ａ
デ
ザ
イ
ン
徹
底

活
用
セ
ミ
ナ
ー
を
当
所
３
階
ホ
ー
ル
に
て
開

催
。
32
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

講
師
に
㈱
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｎ　

開
発
責

任
者
で
Ｗ
ｅ
ｂ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
田
中
彰
氏
を

迎
え
、
近
年
話
題
の
Ｃ
ａ
ｎ
ｖ
ａ
の
基
本
操
作

を
は
じ
め
、
す
ぐ
に
使
え
る
活
用
法
ま
で
を

解
説
い
た
だ
い
た
。
参
加
者
が
持
参
し
た
パ

ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
な
が
ら
チ
ラ

シ
、
提
案
書
類
を
実
際
に
作
成
す
る
ワ
ー
ク

も
実
施
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
と
て
も
為
に
な
っ
た
と

い
っ
た
感
想
や
、
今
後
も
企
画
を
希
望
す
る

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

▲�事業者支援の質の向上に繋がる良い勉強会となった。
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近
年
、
脳
を
鍛
え
る
元
祖
「
脳
ト
レ
」
の

そ
ろ
ば
ん
が
再
び
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

電
卓
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
計
算
機
器
が
普

及
す
る
中
、
な
ぜ
今
そ
ろ
ば
ん
な
の
で
し
ょ

う
か
？
そ
れ
は
、
そ
ろ
ば
ん
が
単
な
る
計
算

の
道
具
で
は
な
く
、
集
中
力
・
記
憶
力
・
忍

耐
力
を
育
て
る
か
ら
で
す
。

　

各
そ
ろ
ば
ん
教
室
で
は
、
無
料
の
体
験
学

習
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
体
験

し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

宇
和
島
地
区
珠
算
連
盟

　

 

脳
の
活
性
化
に
は

　

 

ソ
ロ
バ
ン
が
一
番
！

そろばんのメリット

①数字に強くなり、計算力が身に付きます。

②集中力と忍耐力が身に付きます。

③注意深く数字を読み取る
　トレーニングが洞察力の原点に！

④暗算力が養われ、
　記憶力の向上に繋がります。

全
国
そ
ろ
ば
ん
コ
ン
ク
ー
ル

宇
和
島
大
会
を
開
催

　

11
月
２
日
㈰
、『
２
０
２
５
年
全
国
そ

ろ
ば
ん
コ
ン
ク
ー
ル
』（
日
本
珠
算
連
盟
・

宇
和
島
地
区
珠
算
連
盟
共
催
）
宇
和
島

大
会
を
開
催
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
各
地
で
地

方
大
会
を
行
い
、
部
門
別
の
上
位
入
賞

者
が
全
国
審
査
さ
れ
、
日
本
一
を
決
定

す
る
。

　

宇
和
島
地
区
で
は
51
名
が
参
加
し
、

日
本
一
を
目
指
し
た
。
当
地
区
大
会
の

レ
ベ
ル
は
高
く
、
毎
年
部
門
別
ベ
ス
ト

100
位
の
入
賞
者
を
輩
出
し
て
い
る
。

　

当
地
区
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
金
賞
を

受
賞
し
た
生
徒
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

【
宇
和
島
大
会　

金
賞
受
賞
者
】

●
小
学
校
１
年
生
以
下
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
田　

奈
央

●
小
学
校
２
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
田　

結
華

●
小
学
校
３
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

凛
華

●
小
学
校
４
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
本　

理
晏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山　

智
尋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
な
ぎ
さ

●
小
学
校
５
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
田　

悠
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

來
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
岡　

沙
妃

●
小
学
校
６
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

愛
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
丸　

晃
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

新
太

●
中
学
校
１
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

知
広

●
中
学
校
２
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
居　

希
良

●
中
学
校
３
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

佑
衣

●
高
校
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笠
岡　

美
杏

●
一
般
の
部
Ⅰ
（
50
歳
未
満
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平　
　

直
也

放
送
大
学

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

● 

放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

● 

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約

８
万
５
千
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

● 

授
業
に
は
3
つ
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
、
BS

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
視
聴
す
る
、

ま
た
講
師
か
ら
直
接
受
け
る
授
業
が
あ
り

ま
す
。

● 

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
300
以
上
の
幅
広

い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

卒
業
す
れ
ば
学
士
の
学
位
を
取
得
で
き

ま
す
。

● 

放
送
授
業
料
は
６
千
円
（
入
学
金
は
別
）。

半
年
ご
と
に
学
ぶ
科
目
分
だ
け
の
授
業
料

を
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

● 

全
国
に
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
た
る
学
習
セ
ン

タ
ー
や
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
面
接
授
業
（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）

の
開
講
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
交

流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

●
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

 

お
気
軽
に
放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
９
―
９
２
３
―
８
５
４
４
）
ま
で

ご
請
求
下
さ
い
。

● 

出
願
期
間
は
、
第
１
回
は
２
月
27
日
ま
で
、

第
２
回
は
３
月
16
日
ま
で
。
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

●女性会だより● ＊＊

商工会議所会員事業所の女性または趣旨に賛同していただける宇和島市内の女性であれば
入会可能です。入会金なし・年会費5,000円。詳しくは事務局（TEL:22-5555）まで。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

宇和島商工会議所女性会 新規会員募集中！　～女性の力で宇和島を元気に～

　

12
月
３

日
㈬
愛
媛

県
民
文
化

会
館
に
て

四
国
商
工

会
議
所
女

性
会
連
合

会
総
会
愛

媛
大
会
が

開
催
さ
れ

た
。
松
山

女
性
会
が

中
心
と
な

り
、
四
国

各
県
の
女

性
会
会
員
を
お
も
て
な
し
す
る

た
め
、
宇
和
島
か
ら
は
会
員
６
名

が
参
加
し
た
。

　

役
員
会
・
総
会
共
に
異
議
な

く
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
、
記

念
講
演
会
で
は
サ
ッ
カ
ー
元
日
本

代
表
で
あ
り
、
現
在
は
愛
媛
Ｆ
Ｃ

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
エ
ナ
ジ
ャ
イ
ザ
ー
と

し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
森
脇
良

太
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
共

に
進
む
組
織
へ
〜
人
を
活
か
す

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ヒ
ン
ト

〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
っ
た
。

　

講
演
で
は
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選

手
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
や
日
本
代

表
に
選
出
さ
れ
る
ま
で
の
道
の
り

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
組
織
の

中
で
自
分
の
強
み
を
理
解
し
、
周

囲
に
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く

こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
語
ら
れ

た
。
森
脇
氏
は
、
常
に
自
分
自

身
が
チ
ー
ム
の
中
で
ど
の
よ

う
な
存
在
で
あ
る
べ
き
か

を
考
え
、
声
を
出
し
、
行

四
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
愛
媛
大
会
が
開
催
！

動
で
示
す

こ
と
で
周

囲
か
ら
信

頼
を
得
て

き
た
経
験

を
紹
介
。

そ
う
し
た

姿
勢
が
結

果
的
に
チ

ー
ム
全
体

の
力
を
高

め
、
自
身
に
と
っ
て
も
充
実
し

た
プ
ロ
生
活
に
つ
な
が
っ
た
と
述

べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
チ
ー
ム
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
一
人
ひ

と
り
の
個
性
や
役
割
を
尊
重
し
、

互
い
に
認
め
合
い
な
が
ら
同
じ
目

標
に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
強
調
さ
れ
、
参
加
者
に

と
っ
て
、
職
場
や
地
域
活
動
、
今

後
の
人
生
に
お
い
て
も
活
か
せ

る
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
松
山
の
水
軍
太

鼓
、
伊
予
万
歳
、
野
球
拳
踊
り

が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
は
四
国
の

女
性
会
会

員
同
士
と

親
睦
を
深

め
な
が
ら

楽
し
い
ひ

と
と
き
を

共
有
し
、

会
場
は
和

や
か
で
、

笑
顔
あ
ふ

れ
る
雰
囲

気
に
包
ま

れ
た
。

▲会長もまどんなの衣装に着替えて参加しました

▲参加者全員で野球拳おどりを踊りました

第
19
回
宇
和
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
杯
中
学
校
軟
式
野
球
大
会
を
開
催

　

10
月
18
日
㈯
、
19
日
㈰
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
第

19
回
宇
和
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
杯
中
学
校
軟
式
野
球
大
会
を
開

催
し
た
。
市
内
外
か
ら
参
加
し
た
全
９
チ
ー
ム
が
予

選
リ
ー
グ
及
び
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
熱
戦
を

繰
り
広
げ
、
各
試
合
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
八
幡
浜
市
立
保
内
中
学
校
が
初
の
栄
冠

を
手
に
し
た
。

　

出
場
さ
れ
た
選
手
に
は
今
後
一
層
の
活
躍
を
期
待

し
た
い
。

　

10
月
26
日
㈰
、
宇
和
島
袋
町
商
店
街
・
牛
鬼
す
と
り
ー
と
に
て
、「
食
―
1
．

出
て
こ
い
宇
和
島
の
食　

来
て
や
食
べ
て
っ
て
や
フ
ェ
ス
」
を
開
催
し
た
。

　

市
内
外
か
ら
多
く
の
飲
食
店
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
参
加
し
、
宇
和
島
の
特
産

品
を
使
っ
た
創
意
工
夫
に
富
ん
だ
商
品
を
販
売
い
た

だ
い
た
。
一
部
の
店
舗
で
は
完
売
す
る
な
ど
、
宇
和
島

の
「
食
」
の
魅
力
を
幅
広
い
世
代
に
発
信
す
る
機
会
と

な
っ
た
。
ま
た
、
会
場
内
で
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

を
は
じ
め
、
吹
奏
楽
演
奏
、
ダ
ン
ス
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
、
お
菓
子
ま
き
な
ど
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

も
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ま
た
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

宇和島ＹＥＧメンバー募集中！宇和島ＹＥＧメンバー募集中！ （現在45名）

・会員事業所経営者・後継者・従業員
・年会費　30,000円

・年齢　満49歳以下
・他に必要なのはヤル気と根性（?）だけ！

詳しくは
担当事務局　平野まで

ご連絡ください

食
―
１
． 

出
て
こ
い
宇
和
島
の
食　

来
て
や
食
べ
て
っ
て
や
フ
ェ
ス
を
開
催

　10月21日、宇和島商工会
議所青年部臨時会員総会に
おきまして、宇和島商工会
議所青年部次年度会長予定
者に、金谷龍治君（㈲彩・
住館）が信任されました。

ＹＥＧニュース

202
6ＹＥＧ

だ
より
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2024年2月

厳しい経営環境が続く中､今年度も、令和６年能登半島地震をはじめ全国各地において、自然災害、人為的災害、サイバー攻撃等が数多く
発生いたしました。被災されました皆様に、心からお見舞いを申し上げます。
私たちはこれからも、保険事業を通じて、皆様を取り巻く様々な事業活動リスクから大切な会社とかけがえのない従業員をお守りし、
イノベーションへの挑戦をサポートしてまいります。

皆様とともに、日本再生・変革に挑戦

あなたの
ナイスパートナー

商工会議所に
ご入会ください。
私たちは、地域総合経済団体として、
中小企業の活力強化と地方創生、相次ぐ
大規模自然災害等からの復旧・復興、
経済再生を、全力で応援しています。

※皆様に安心をお届けする商工会議所保険制
度は、商工会議所に会員としてご入会いた
だくことが条件となります。

●上記内容は商工会議所保険制度の概要についてご紹介したものです。各保険の商品名や補償内容、取扱商品は引受保険会社により異なります。保険内容は各保険会社のパンフレットまたは重要事項説明書をご覧ください。詳細は保険約款により
ますが、ご不明の点がありましたらお近くの代理店、お問い合わせ先にご連絡ください。 ●本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の事務管理を行う有限会社石垣サービス（パートナーシップ構築宣言企業）が日本商工会議所の経営協力により
作成したものです。 ●商工会議所では、このほかにも各種共済制度を取り扱っております。また、商工会議所によっては一部の保険制度・特約を取扱っていない場合もあります。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い合わせください。 ●本募集広告
は、2024年2月時点の引受保険会社の商品内容をもとに作成しております。

日常に潜む｢もしも｣に備えた充実のラインナップ
低廉な保険料でご加入いただける、会員のための商工会議所保険制度

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

大同火災海上保険株式会社（沖縄県内）

三井住友海上火災保険株式会社

損害保険ジャパン株式会社

東京海上日動火災保険株式会社

引受保険会社 ビジネス総合保険制度

事業活動包括保険

企業総合賠償特約セット賠償責任保険

企業総合賠償責任保険

事業活動総合保険

賠責総合保険

業務災害補償プラン

タフビズ業務災害補償保険
（業務災害補償保険）

業務災害補償保険

事業活動総合保険

業務災害総合保険

業務災害補償保険

休業補償プラン

所得補償保険団体契約
（天災危険補償特約（所得補償保険用）セット）
GLTD（団体長期障害所得補償保険）

所得補償保険
団体長期障害所得補償保険

所得補償保険、団体長期障害所得補償保険
傷害総合保険、新・団体医療保険

団体総合生活保険

―

https://www.ishigakiservice.jp/

日本商工会議所制 度 運 営

保 険 制 度 H P

お問い合わせ先 各地商工会議所

商工会議所名簿

休業補償プラン
●経営者本人とその従業員が、病気
　やケガで働けなくなった場合に、
　収入の減少部分を補います。

●事業活動における賠償リスク､災害に
　よる事業休業リスク､財物損壊リスク
　を総合的に補償します｡

ビジネス総合保険制度

●会員事業者を取り巻くリスクに対する補償のモレ・ダブリを解消
　し、一本化して加入可能
●賠償責任（生産物、リコール、情報漏えい、サイバー、施設、事業
　活動遂行等）リスクを総合的に補償
●災害（火災、風災、水災、雪災等）による事業休業も補償（※1）

●取引先の倒産による連鎖倒産のリスクをカバーする、倒産防止
　特約を付帯（※２）

最 大
約33%

 割引※
業務災害補償プラン
●多様化・複雑化の傾向にある
　「労災事故」から会社も
　従業員もお守りします。

●労災賠償に備える「使用者賠償責任補償」を標準セット
●「従業員のケガ」と「企業の賠償リスク」にダブルで備えることが可能
●役員個人の賠償責任も補償
●政府労災保険の給付を待たずに保険金のお支払いが可能(※１)

●パート・アルバイト、派遣労働者のほか、下請負人も補償対象可能
●パワハラ、セクハラ等による事業者、役員、使用人の法律上の賠償責任
　を補償（オプション）
●「健康経営優良法人（※２）」に認定された事業者に対し、通常の割引後に
　さらに５％の上乗せ割引を適用
●建設業の場合、経営事項審査制度の加点対象
●天災危険を補償する特約（任意付帯）により、業務・通勤中に地震や津波
　に遭遇してケガをされた場合や死亡された場合も補償可能

最 大
約58%

  割引※

（※1) 東京海上日動にて、引受可能地域において、地震による完全休業損失が
補償される地震休業補償特約「休業条項（休業保険）」を付帯可能。また、
損保ジャパン・東京海上日動にて、引受可能地域において、地震の揺れに
より什器・備品（財産）が破損した場合補償される地震危険補償特約・企業
地震特約「財産条項（火災保険）」を付帯可能。

（※2)損保ジャパンにて提供（取引先倒産・入金遅延補償特約「あんしん取引・
マスター特約」）。 （※1）政府労災保険への加入が必要です（使用者賠償責任補償は給付決定後の支払いに

なります）。精神疾患、脳・心疾患等の病気や自殺は政府労災で認定されれば補償可能。
（※2）従業員等の健康管理を経営的な視点で考え、戦略的に実践している大企業や中小企

業等を日本健康会議が認定。

●就業外での病気・ケガまで補償
　（国内外を問わず、365日24時間補償）
●医師の診査が不要で加入手続きが簡単
●天災（地震・噴火・津波等）によるケガも補償
●入院中のみならず、就業不能で医師の治療を受けて
　いる場合も補償
●家事従事者の方も加入可能
●1年を超える長期休業の補償もご用意
●介護の補償もご用意

※一般価格と比較した場合の割引率です。商工会議所の
スケールメリットにより、会員割引価格にてご加入いた
だけます。
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宇和島金融協会
伊 予 銀 行
四 国 銀 行
愛 媛 銀 行
香 川 銀 行

高 知 銀 行
宇和島信用金庫
Ｊ Ａ え ひ め 南EHIME

SOUTH

愛媛県火災共済協同組合

『災害』により休業を余儀なくされた時の備えは十分ですか？

お問合せ・お申込は、宇和島商工会議所へ

地震 津波 火災
水災

風災

「休業対応応援共済」
が事業再開を応援します。

県共済

〒790-0001 松山市一番町四丁目１番２
電話（089）945-1313　FAX（089）932-7602

新 入 会 員 ご 紹 介
事業所名 所　在　地 営業内容 部　　会

an bliss 和霊元町3丁目3-13 和菓子販売 小 売 商 業
㈱ポピー 御幸町1丁目6-11 生花植物販売 小 売 商 業
串焼 みろく 中央町1-4-3 飲食業 観光・サービス
嶋 丸之内5-6-1 飲食業 観光・サービス
鉄板ダイニング志-COCORO- 新町2-5-4 土居ビル1F 飲食業 観光・サービス
ニュイとボヌール 本町追手2丁目5-7 シャンプー専門店 観光・サービス
beauty salon Vivianju 丸之内4丁目2-16西田ビル2F 美容業 観光・サービス
Lamie Extensionsalon 宮下甲73-1 美容業 観光・サービス
アルバライズ 和霊東町3-3-10 塗装工事 建 　 　 設
イトウ電化 柿原甲1907-8 電気工事 建 　 　 設

（令和７年11月５日～令和８年１月６日）※部会別、五十音順

貸付制度の利率状況（1/5現在）
日本政策金融公庫
〇普通貸付（担保不要：基準金利）

　⑴税務申告を２期終えている方  3.20～4.70％

　⑵税務申告を２期終えていない方  3.10～4.60％

〇普通貸付（担保提供：基準金利）  2.20～2.30％

〇経営改善融資（マルケイ）　  2.30%（補助あり）

民間金融機関による信用保証付融資
〈愛媛県制度〉
〇経営安定資金（一般）　　　　　　2.45%（保証料補助あり）
〇小口零細企業資金　　　　　0.90～1.90%（保証料補助あり）
〇新事業創出支援資金　　　　1.55～1.75%（保証料補助あり）
〇緊急経済対策特別支援資金　1.75 又は 1.90%（保証料補助あり）

〈宇和島市制度〉
〇中小企業振興資金　　　　2.30%（保証料補助あり）
〇中小企業設備近代化資金　2.30%（保証料補助あり）

地 域 の 未 来 を 支 え る 商 工 会 議 所

事業所名 所　在　地 営業内容
松下農園電気部 吉田町白浦154-2 電気工事

【特別会員】

他　３事業所
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▲ドライヘッドスパルームの様子

▲脱毛ルームの様子

▲お弁当は予約制
　２個から注文可

宇
和

島
商

工
会

議
所

会
報

  №
243

令
和
８
年
１
月
10 日
発
行

発
行
所

印
刷
所

宇
和
島
商
工
会
議
所

佐
川
印
刷
㈱
宇
和
島
市
丸
之
内
1－
3－
24

宇
和
島
市
弁
天
町
1丁
目
1－
13
T
EL（
0895 ）22 －

5555
T
EL（
0895 ）20 －

1100
FA
X（
0895 ）24 －

6655
FA
X（
0895 ）52 －

0096
本
誌
購
読
料
は
会
費
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

定
価

200
円

だ
し
と
お
米　

和わ

厨ず

代
表
者　

神
森　

誉
一

中
央
町
１
―
10
―
15 

サ
ン
ビ
ル
１
階

☎
22
︱
７
２
２
０

ｓサ

ロ

ン

ａ
ｌｏ
ｎ　
Ｎノ

ラ

ｏ
ｌａ
．

代
表
取
締
役　

清
家　

多
香

保
田
甲
３
９
２
―
５

☎
49
︱
４
６
９
４

　

扉
を
開
い
た
瞬

間
、
店
内
の
柔
ら
か

な
空
気
が
訪
れ
る

人
の
心
を
す
っ
と
解

き
ほ
ぐ
し
て
く
れ

る
。
ラ
ン
チ
の
み
の

営
業
に
込
め
ら
れ

た
〝
丁
寧
さ
〞
が
特

別
な
ひ
と
と
き
を

生
み
出
し
て
い
る
。

　

店
名
の
由
来
で
あ
る
「
和
の
厨
房
」
の
通

り
、
代
表
の
神
森
さ
ん
は
京
都
で
長
年
和

食
の
料
理
長
を
務
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
和

厨
の
魅
力
の
中
心
に
あ
る
の
は
、
だ
し
と
お

米
、
そ
し
て
素
材
そ
の
も
の
に
ま
っ
す
ぐ
向

き
合
う
姿
勢
。
必
要
以
上
に
調
味
料
に
頼
ら

ず
、
素
材
の
力
・
奥
深
さ
を
最
大
限
引
き
出

す
た
め
、「
手
間
ひ
ま
は
か
け
る
が
ア
レ
ン

ジ
は
し
す
ぎ
な
い
」
が
モ
ッ
ト
ー
だ
。

　

食
材
は
地
元
の
八
百
屋
や
肉
屋
・
魚
屋
か

ら
毎
日
仕
入
れ
、
地
域
の
恵
み
を
生
き
た
状

態
の
ま
ま
届
け
て
い
る
。
だ
し
は
い
り
こ
や

椎
茸
な
ど
数
種
類
を
使
い
分
け
、
味
噌
は
３

種
類
を
季
節
ご
と
に
配
合
を
変
え
て
ブ
レ
ン

ド
し
、
注
文
が
入
っ
て
か
ら
必
要
分
だ
け
味

噌
汁
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
お
米
は
専
門
家

か
ら
扱
い
方
を
学
び
、
店
内
用
と
お
弁
当
用

で
炊
き
方
を
変
え
た
り
、い
つ
で
も
美
味
し

い
お
米
を
堪
能
で
き
る
よ
う
に
時
間
帯
ご
と

に
炊
き
上
げ
た
り
す
る
な
ど
、こ
だ
わ
り
が

詰
ま
っ
て
い
る
。

　

ラ
ン
チ
の『
ハ
レ
御
膳
』の
メ
ニ
ュ
ー
は
月

替
わ
り
で
、
選
べ
る
２
種
類
の
主
菜
と
色
と

り
ど
り
の
小
鉢
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。
ど
れ
も

だ
し
と
素
材
が
息
づ
く
、
心
ほ
ぐ
れ
る
和
食
ラ
ン
チ

〝
癒
し
と
美
〟
を
あ
な
た
に

や
さ
し
い
味
わ
い
で
、
食
べ
進
め
る
た
び
に

じ
ん
わ
り
と
満
足
感
が
広
が
る
。

　

営
業
時
間
を
ラ
ン
チ
だ
け
に
集
中
す
る
理

由
も
、「
自
分
た
ち
が
一
生
懸
命
に
お
客
様

に
向
き
合
い
、
満
足
し
た
も
の
を
自
信
も
っ

て
提
供
す
る
た
め
」
。
そ
の
言
葉
が
示
す
通

り
、一
皿
一
皿
に
誠
実
さ
が
宿
っ
て
い
る
。

　

毎
月
宇
和
島
市
内
の
公
民
館
で
開
催
し

て
い
る
料
理
教
室
も
大
盛
況
。
参
加
者
は
老

若
男
女
問
わ
ず
、
親
子
で
参
加
さ
れ
る
方
も

お
り
、
当
初
の
想
定
を
大
き
く
上
回
る
応
募

が
集
ま
っ
た
ほ
ど
。
こ
こ
で
は
お
店
の
人
気

メ
ニ
ュ
ー
だ
け
で
な
く
、リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ

た
内
容
に
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
。
身
近
な

食
材
や
調
味
料
を
使
い
、
家
庭
で
も
再
現
し

や
す
い
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
「
地
域
に
根
付
い
て
、
人

と
人
と
の
繋
が
り
・
思
い
を
途
切
れ
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
和
の
食
文
化
を
体
現
し
て
残
し

て
い
き
た
い
」
と
思
い
を
語
る
。
今
日
も
和

厨
は
あ
た
た
か
な
心
と
料
理
で
お
客
様
を
優

し
く
包
み
込
ん
で
い
る
。

【
営
業
時
間
】
ラ
ン
チ
11
：
00
〜
14
：
15

　
　
　
　
　
　

カ
フ
ェ
13
：
30
〜
15
：
00

【
定
休
日
】
月
曜
日（

取
材
：
Ｙ
・
Ｓ
）

首
・
肩
の
コ
リ
や
全
身
の
浮
腫
み
が
軽
減
さ

れ
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
。
さ

ら
に
、
当
所
を
活
用
い
た
だ
い
て
小
規
模
事

業
者
持
続
化
補
助
金
を
申
請
。
見
事
採
択

さ
れ
新
た
に
脱
毛
器
を
導
入
し
、２
０
２
４

年
１
月
か
ら
脱
毛
メ
ニ
ュ
ー
を
開
始
し
た
。

全
身
脱
毛
の
ほ
か
、
気
に
な
る
部
位
だ
け
を

気
軽
に
選
択
で
き
る
パ
ー
ツ
脱
毛
や
時
間
内

で
自
由
に
部
位
を
組
み
合
わ
せ
ら
れ
る
あ
て

放
題
も
可
能
。
痛
み
も
少
な
く
１
回
目
か
ら

効
果
を
実
感
で
き
る
と
い
う
声
が
多
数
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
顧
客
満
足
度
の
高
さ
が
う
か

が
え
る
。

　
「
日
頃
か
ら
、
気
配
り
・
心
配
り
を
大
切

に
し
て
い
る
」
と
話
す
清
家
さ
ん
。
誰
で
も

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
雰
囲
気
づ
く
り
や
緊
張

を
和
ら
げ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
接
客
で
、一

歩
先
を
ゆ
く
サ
ー
ビ
ス
を
意
識
。
ま
た
、
お

客
様
の
体
に
直
接
触
れ
る
か
ら
こ
そ
、
悩
み

に
寄
り
添
っ
た
的
確
な
施
術
に
つ
な
げ
る
知

識
や
技
術
を
学
び
続
け
て
い
る
。

　

ノ
ラ
猫
の
よ
う
に
自
分
の
ペ
ー
ス
で
の
び

や
か
に
。
そ
っ
と
整
う
、
す
こ
や
か
な
世
界

を
少
し
ず
つ
育
て
て
い
く
。

（
取
材
：
Ｋ
・
Ｍ
）

　

足
を
踏
み

入
れ
る
と
そ
こ

に
は
、
疲
れ
た

心
と
体
を
癒

す
安
ら
ぎ
の

空
間
が
広
が

る
。
さ
あ
、
頑

張
っ
た
自
分
へ

ご
褒
美
時
間

を
始
め
よ
う
。

　
ｓ
ａ
ｌ
ｏ
ｎ

Ｎ
ｏ
ｌ
ａ
．

は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
で
心
地
よ
い
距
離

感
と
丁
寧
な
施
術
が
自
慢
の
、
姉
妹
で
営
む

ト
ー
タ
ル
サ
ロ
ン
。
店
名
【
Ｎ
ｏ
ｌ
ａ
．】
に

は
、
自
由
気
ま
ま
な
が
ら
皆
に
愛
さ
れ
る
ノ

ラ
猫
の
よ
う
に
、
街
の
人
か
ら
愛
さ
れ
る
お

店
に
な
り
た
い
と
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
創
業
前
は
接
客
業
に
従
事
し
て
い
た
清

家
さ
ん
は
「
人
と
話
す
こ
と
が
好
き
」「
手

だ
け
で
人
を
癒
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を
胸

に
一
念
発
起
。
仕
事
と
ス
ク
ー
ル
の
両
立
を

し
な
が
ら
ド
ラ
イ
ヘ
ッ
ド
ス
パ
の
知
識
と
技

術
を
習
得
。
自
宅
で
副
業
と
し
て
サ
ロ
ン
を

開
始
し
、
そ
の
後
退
職
し
て
創
業
。
創
業
か

ら
１
年
後
に
妹
の
中
川
さ
ん
と
現
店
舗
に
て

営
業
を
始
め
た
。

　

男
女
問
わ
ず
施
術
可
能
な
同
店
の
主
な

メ
ニ
ュ
ー
は
ド
ラ
イ
ヘ
ッ
ド
ス
パ
と
脱
毛
。
ド

ラ
イ
ヘ
ッ
ド
ス
パ
は
創
業
当
時
か
ら
続
く
人

気
メ
ニ
ュ
ー
。
頭
を
ほ
ぐ
す
こ
と
で
自
律
神

経
が
整
い
、ス
ト
レ
ス
の
緩
和
や
睡
眠
の
質

向
上
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
ア
ロ
マ

ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
使
用
し
た
オ
イ
ル
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

－ どがいなですか…会員さん －

▲ドライヘッドスパInstagram

▲脱毛Instagram

▲Instagram

▲ LINE


